








研究目的 

周産期死亡を減少ないし発生防止するためには各種因子が考えられる。われわれは,昭和 5

2年9月以来,大阪府下における新生児診療相互援助システム(Neonatal Mutual Cooperati

ve System,以下 NMCSと略す。代表者:竹内徹)をつくり,現在までに NICU を持つ合計 17 病

院小児科医による緊急医療活動を行なってきた。今回は昭和 55年度よりコンピュータによ

る情報処理を行なえるようになったので,とくに新生児救急医療に関連する諸因子で,周産

期死亡に影響を与えると思われる諸因子を集計したので,その一部を報告する。 


